研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　職　種　精神保健福祉士　　氏　名　末政　絵美

	期　　間　　平成　20　年　10　月　15　日　～　平成　20　年　10　月　15　日

	出張目的　青森県精神科病院・診療所協会「平成20年度第2回研修会」

	出 張 先　青森県総合社会教育センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【地域福祉生活の推進について】

　　　・・・後藤　慶吾　氏（NPO法人秋田県心の健康福祉会副理事長・事務局長）

　　講師である後藤氏は、現在「NPO法人秋田県心の健康福祉会」の事務局長として、精神障害者が地域で活動できる場所・住む場所などの確保や地域啓発に尽力しており、平成20年9月には「精神障害者の集う施設心の自由空間　ユックリン」というサロンの開設にも携わっているという略歴をきいた。講演の中では、「障害者の社会参画・自立」を家族へ伝えているという話を繰り返していた。家族の立場としても、親がいつまでも子供の面倒をみれるわけではない、だから今からｱﾊﾟｰﾄで生活させて、親無き後でも周囲からの支えがあれば生活できるようにトレーニングさせる必要があるという主張であった。医療従事者として、障害者の自立は単にｱﾊﾟｰﾄで一人暮らしというのではなく、生活の場所の如何に関わらず本人が安定した生活をできることが自立というようにとらえていたが、家族の思いとはそれ以上に、本人が自分のことを自分でできるようにして欲しいという願いが強いことを改めて感じた。

　「精神障害者の集う施設心の自由空間　ユックリン」の説明も非常に興味深く、設立には秋田県内の精神科医療の不足が大きく影響していたという話しをきいた。医師の不足・職場転換、社会復帰施設が2ヶ所のみなど、青森県内では想像できないほど資源が不足している現状で、お金をかけず、利用者が主体で活動できる場所、社会復帰できる場所を提供する場として非常に注目されているという。開設後、登録者は1500人を越え18の病院が補助金を出し合いながら、運営しており、秋田県の実情に適合した施設であると感じた。利用者は非常に活発に参加しており、統合失調症や気分障害の方などが募っているということで、簡単な社会人としてのルールのみでトラブルもなく運営しているということをきいて非常に驚いた。

【パネルディスカッション】

　　　・・・佐々木　常夫氏（芙蓉会病院・ﾃﾞｲｹｱ課長）・杉山　徹氏（芙蓉会病院・ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ）

　　　　　　斉藤　直栄氏（弘前愛成会病院・在宅生活支援ｾﾝﾀｰ副ｾﾝﾀｰ長）

福田　宏氏（弘前愛成会病院・PSW）

　パネルディスカッションで最も印象的であったのは、杉山氏（ﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰ）の存在であった。自らの体験を堂々と話しており、佐々木氏（芙蓉会病院・ﾃﾞｲｹｱ課長）の存在が新しいメンバーの力強い支えになっているという話をしていた。演者としてﾋﾟｱｶｳﾝｾﾗｰが登場している講演をきいたのは私にとって初めてであり、本人の力を十分に生かし、社会における役割を持っていることに生きがいを感じているという印象が強かった。弘前愛成会病院からは、同院で運営している家族会の歴史から、今後の展開についての話しがあった。他の病院では、病棟・ﾃﾞｲｹｱなど各部署ごとに家族会を運営しているという話しがあったり、家族会への入会を促進するために工夫していることなどの意見があがった。当院での家族会運営に生かしていきたいと思った。
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